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RDF主体

燃え殻・焼却灰主体

燃え殻・バーク

廃油混じり燃え殻・廃プラ・バーク

燃え殻・

廃プラ・汚泥

燃え殻・汚泥・
ドラム缶

岩手県青森県

バーク堆肥主体

廃油入りドラム缶・
汚泥

盛土

※廃棄物には多くの土砂が含まれている。
：地上堆積物

RDF状・廃油・

燃え殻・汚泥

廃棄食品・

図Ⅱ－３ 特定産業廃棄物平面分布
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盛土（廃棄物なし） バーク堆肥 焼却灰焼却灰

ＲＤＦ様物 汚泥

青森県
岩手県

図Ⅱ－４ 各廃棄物種の平面分布
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盛土（廃棄物なし）

バーク堆肥
ＲＤＦ様物 燃え殻燃え殻

汚泥汚泥

燃え殻燃え殻
汚泥汚泥

バーク堆肥
A測線

B測線
ローム層（廃棄物なし）ローム層（廃棄物なし）

凝灰角礫岩（岩盤）

凝灰角礫岩（岩盤）凝灰角礫岩（岩盤）

火山礫凝灰岩（岩盤）火山礫凝灰岩（岩盤）

※下線のものは、廃棄物。

ローム層（廃棄物なし）ローム層（廃棄物なし）

１００ｍ０

図図ⅡⅡ－５－５ 特定産業廃棄物の鉛直分布状況特定産業廃棄物の鉛直分布状況
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Ａ測線Ａ測線

Ｂ測線Ｂ測線

Ｃ測線Ｃ測線

Ｄ測線Ｄ測線

Ｅ測線Ｅ測線

Ｆ測線Ｆ測線

Ｇ測線Ｇ測線

Ｈ測線Ｈ測線

Ｉ測線Ｉ測線

デイサイト質溶岩デイサイト質溶岩

凝灰角礫岩凝灰角礫岩 降下火砕物（ローム・降下火砕物（ローム・
軽石・火山灰等）軽石・火山灰等）

廃棄物層廃棄物層

：廃棄物層：廃棄物層

全体の推定廃棄物量：約６７万ｍ３

図Ⅱ－６ 各測線における鉛直分布状況
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図図ⅡⅡ－７－７ 判定基準値超過範囲の設定における考え方判定基準値超過範囲の設定における考え方

説明図面位置図（Ａ測線）説明図面位置図（Ａ測線）

廃棄物層

地盤

廃棄物層

地盤

b)廃棄物層は層状

に埋積されている
ことを考慮し推定

c) 判定基準値超過

地点（■）と判定基
準値以下地点（□）
の中間地点を下限
深度と仮定

e) 判定基準値超過

地点と（■）と地盤
の中間地点を下限
深度と仮定

d) コアによる分析を未

実施の廃棄物層で、
地表部に分布する廃
棄物はＶＯＣが揮発し
ていることを想定し、
判定基準値以下と推
定

a) 表層部の盛土
（覆土）は対象外
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表3-1　　　　医療系廃棄物調査結果のまとめ

廃棄物区分

廃棄物の
見かけ単位
容積重量
平均値
（t/m3）

医療系廃棄物
混入率
平均値※

（①重量ベー
ス）

医療系廃棄物
混入率
平均値※

（②容量ベー
ス）

医療系廃棄物の埋積状
況

主要な調
査地点

備考

バーク堆肥主体 0.81 0.13% 0.28%

医療系廃棄物は、ﾁｭｰﾌﾞ
類を主体とし、注射器、
注射針も発見され、廃棄
物中に点在して埋積され
ている。

Ｐ－Ｍ１，
Ｍ２，Ｍ
７，Ｍ８，
Ｍ１２，Ｍ
１３，Ｍ１
４，Ｍ１５、
Ｗ１，Ｗ２

一時仮置場や中間処理
施設内の覆土部（盛土）
では医療系廃棄物の混
入は確認できなかった
が、その他の調査地点
で医療系廃棄物の混入
が確認された。

焼却灰主体 0.91 0.40% 1.09%

医療系廃棄物は、ﾁｭｰﾌﾞ
類を主体とし、注射器、
注射針も発見され、廃棄
物中に点在して埋積され
ている。特に注射針は溶
融残渣状（焼却による注
射容器の溶融）の径
20cm程度の塊の中に含
まれているケースが多
かった。

Ｐ－Ｍ６，
Ｍ９，Ｍ１
１，Ｍ１２，
Ｍ１６，Ｍ
１７，Ｍ１８

中間処理施設周辺の高
盛土部（P-M16）では医
療系廃棄物の混入は確
認できなかったが、その
他の調査地点では医療
系廃棄物の混入が確認
された。

RDF様物主体 0.68 0.25% 0.56%

医療系廃棄物は、ﾁｭｰﾌﾞ
類を主体とし、注射器、
注射針もい発見され、
RDF様物中あるいはそ
の縁辺部に点在して埋
積されている。

Ｐ－Ｍ３，
Ｍ４，Ｍ
５，Ｍ６，
Ｍ９，Ｍ１
０

調査地点すべての地点
で医療系廃棄物の混入
が確認された。

※混入率0％の地点のデータを除いて算出

医療系廃棄物は材料や大きさ等異なり、また混入率が低いことから機械選別は困難と考えられ、手選別によっても多大な労力
と危険を伴うことから、実質廃棄物中から医療系廃棄物のみを分別することは困難と判断される。

分別困難な医療系廃棄物が含まれる廃棄物は、特別管理産業廃棄物とすることが妥当と考えられる。

 

凡 例 

   ：医療系廃棄物が分布する可能性が低い地点 
 
      ：医療系廃棄物を確認した地点 
 
   ：バーク・焼却灰主体廃棄物分布範囲（未調査区間含む） 
 
   ：想定医療系廃棄物分布範囲（主にＲＤＦ様物・焼却灰） 
 
   ：既往高密度電気探査測線 
 
   ：想定グリッド線（B・G測線を基準） 

一時仮置場 

中間処理場 

堆肥化施設 

堰 堤 

ア-12 孔周辺 

P-M13 

P-M14 

P-M15 

P-M16 

P-M17 

P-M18 

P-M1 
P-M2 

P-M3 

P-M4 

P-M5 

P-M6 

P-M7 

P-M8 
P-M9 

P-M10 

P-M11 

P-M12 

P-W1 

P-W2 

P-W3 

P-W4 

Ｐ－Ｍ１～１８：医療系廃棄物調査地点 

Ｐ－Ｗ１～４ ：表層廃棄物調査地点 

図Ⅱ―８ 医療系廃棄物調査結果 

表3-1　　　　医療系廃棄物調査結果のまとめ

廃棄物区分

廃棄物の
見かけ単位
容積重量
平均値
（t/m3）

医療系廃棄物
混入率
平均値※

（①重量ベー
ス）

医療系廃棄物
混入率
平均値※

（②容量ベー
ス）

医療系廃棄物の埋積状
況

主要な調
査地点

備考

バーク堆肥主体 0.81 0.13% 0.28%

医療系廃棄物は、ﾁｭｰﾌﾞ
類を主体とし、注射器、
注射針も発見され、廃棄
物中に点在して埋積され
ている。

Ｐ－Ｍ１，
Ｍ２，Ｍ
７，Ｍ８，
Ｍ１２，Ｍ
１３，Ｍ１
４，Ｍ１５、
Ｗ１，Ｗ２

一時仮置場や中間処理
施設内の覆土部（盛土）
では医療系廃棄物の混
入は確認できなかった
が、その他の調査地点
で医療系廃棄物の混入
が確認された。

焼却灰主体 0.91 0.40% 1.09%

医療系廃棄物は、ﾁｭｰﾌﾞ
類を主体とし、注射器、
注射針も発見され、廃棄
物中に点在して埋積され
ている。特に注射針は溶
融残渣状（焼却による注
射容器の溶融）の径
20cm程度の塊の中に含
まれているケースが多
かった。

Ｐ－Ｍ６，
Ｍ９，Ｍ１
１，Ｍ１２，
Ｍ１６，Ｍ
１７，Ｍ１８

中間処理施設周辺の高
盛土部（P-M16）では医
療系廃棄物の混入は確
認できなかったが、その
他の調査地点では医療
系廃棄物の混入が確認
された。

RDF様物主体 0.68 0.25% 0.56%

医療系廃棄物は、ﾁｭｰﾌﾞ
類を主体とし、注射器、
注射針もい発見され、
RDF様物中あるいはそ
の縁辺部に点在して埋
積されている。

Ｐ－Ｍ３，
Ｍ４，Ｍ
５，Ｍ６，
Ｍ９，Ｍ１
０

調査地点すべての地点
で医療系廃棄物の混入
が確認された。

※混入率0％の地点のデータを除いて算出

医療系廃棄物は材料や大きさ等異なり、また混入率が低いことから機械選別は困難と考えられ、手選別によっても多大な労力
と危険を伴うことから、実質廃棄物中から医療系廃棄物のみを分別することは困難と判断される。

分別困難な医療系廃棄物が含まれる廃棄物は、特別管理産業廃棄物とすることが妥当と考えられる。
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図Ⅱ―９ 有害産業廃棄物の鉛直分布状況

Ａ測線Ａ測線

Ｂ測線Ｂ測線

Ｃ測線Ｃ測線

Ｄ測線Ｄ測線

Ｅ測線Ｅ測線

Ｆ測線Ｆ測線

Ｇ測線Ｇ測線

Ｈ測線Ｈ測線

Ｉ測線Ｉ測線

デイサイト質溶岩デイサイト質溶岩

凝灰角礫岩凝灰角礫岩 降下火砕物（ローム・降下火砕物（ローム・
軽石・火山灰等）軽石・火山灰等）

廃棄物層廃棄物層

：有害産業廃棄物層：有害産業廃棄物層 有害産業廃棄物量：約６１万ｍ３
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図Ⅱ－１０ 医療系廃棄物調査状況写真

ﾁｭｰﾌﾞ類

注射筒

チューブ類 フィルター

 

写真1 重機掘削状況

写 真 2 医 療 系 廃 棄 物 選 別 状 況
（磁力・手選別）

写真5 選別された医療系廃棄物

写真4 医療系廃棄物の埋積状況

写真3 RDF様物層中の医療系廃棄物の塊

写真6 焼却灰混じりRDF様物層中の
医療系廃棄物

 
注射筒

注射筒

注射針
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不法投棄現場エリア区分 <m2>
地山確認済面積(第１～８回） 42,542 51%
H24年10月13日以降地山確認予定面積 40,340 49%
地山確認対象面積 82,882 100%

１　廃棄物推計量

H24年10月12日まで（実績）

H24年10月13日以降（推計）

　　　ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削による分離不可分（0.2ｍ） 36,350㎥×0.2m

　　　つぼ穴分（0.34ｍ） 36,350㎥×0.34m

　　　選別ヤードストック分

≒731,400m3 ≒1,065,800ｔ廃棄物の総量

　　　ボーリン グ調査等及びこれまでの傾向に
　　　基づいて推計したもの

31,955 47,933 1.5t/m3

731,401 1,065,737

12,359 18,539 1.5t/m3

2,045 3,272

7,270 10,905 1.5t/m3

53,629 80,649

区分 体積（m3） 重量（ｔ）

677,772 985,088

※１ブロック 20ｍ×20ｍ＝400㎡

地山確認済みエリア

地山確認予定エリア

図Ⅱ－１３ 地山確認、ボーリング調査に基づく廃棄物等の推計

ボーリング調査エリア

２　汚染土壌量
（１）地山確認分析結果に基づく地山汚染面積と汚染土壌量（実績）

1 3,530 116 116 0 0 0 0 116 116 1.00

2 3,678 63 63 193 386 0 0 257 449 1.75

3 4,610 368 368 171 342 0 0 539 710 1.32

4 2,671 600 600 100 200 200 600 900 1,400 1.56

5 4,066 0 0 0 0 0 0 0 0 -

6 6,701 345 345 338 676 100 300 783 1,321 1.69

7 4,982 0 0 0 0 0 0 0 0 -

合計 30,238 1,492 1,492 802 1,604 300 900 2,594 3,996 1.54

(2)汚染土壌量の推計

　これまでに実施した地山確認分析等から得られた知見に基づき、今後地山確認分析を行うエリアから生じる汚染土壌量を推計。

52,644 m2

37 ％

1.54 m 地山確認分析の実績

29,996 m3

(3)汚染土壌と同時に掘削する地山量の推計

同時掘削割合 33.2 ％ 抽出した6ブロックで推計した同時掘削割合

汚染土壌量（実績） 3,996 m3 確認済の汚染土壌量

汚染土壌量（推計） 29,996 m3 推計した汚染土壌量

汚染土壌推計量 33,992 m3 汚染土壌の推計量

同時掘削地山量（推計） 11,285 m3

(4)汚染土壌の総量

汚染土壌推計量 33,992 m3 61,186 ｔ

同時掘削地山推計量 11,285 m3 20,313 ｔ

ＮＧ覆土（処理済み） 1,000 m3 1,242 ｔ

汚染土壌の総量 46,277 m3 82,741 ｔ

３　廃棄物等の総量

m3 ｔ

m3 ｔ

m3 ｔ

m

今後の地山確認分析面積 今後地山確認分析を行う範囲

※　掘削工事の実施に伴う場内道路の付け替え等の影響を受け、地山確認後、速やかに分析調査を行うことができない場合がある
ため、地山確認面積と地山確認分析面積は一致しない。

区分 体積（m3） 重量（ｔ）

平均汚染深度

汚染土壌量（推計）

汚染土壌出現率
浸出水による土壌汚染が懸念される現場最下部の24ブロッ
クのうち、ボーリング調査で土壌汚染が確認された9ブロック
の割合

　土壌汚染が確認されているブロックで汚染土壌を重機で掘削するためには、汚染土壌と同時に一定量の地山を掘削せざるを得な
いことから、その割合が、今後汚染土壌が確認されるエリアでも同様の割合で生じると仮定して同時掘削地山量を推計。

平均汚染
深度

回次
地山確認
分析面積

（m2）
面積（m2） 量（m3） 面積（m2）

1m 2m 3m

量（m3） 面積（m2）

全体

汚染土壌面積と量

面積（m2） 量（m3） 量（m3）

区分 体積（m3） 重量（ｔ）

731,400

46,300

1,065,800

82,800

777,700 1,148,600廃棄物等の総量

廃 棄 物

汚染土壌

①

②

③

（①×②×③）

①

②

③

（④（②＋③））

（①×④）

≒46,300m3 ≒82,800ｔ
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表表ⅡⅡ--３３ 廃棄物汚染分析結果廃棄物汚染分析結果
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全体平面図 図Ⅲ-１ 

鉛直遮水工 

洗車設備 

本格撤去 

選別施設 

一次撤去 

選別施設 

仮設浄化

プラント

浸出水貯留槽 
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トラックスケール 
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－　仮設浄化プラント　処理フロー図　－　

硫酸

苛性ソーダ

凝集剤

凝集助剤 砂ろ過塔

汚水計量槽

原水槽 反応槽 凝集槽 凝集沈殿槽 砂ろ過原水槽 処理水槽

【凝集沈殿ユニット】

脱水装置

脱水汚泥貯留槽

汚泥濃縮貯留槽

搬出

放
流

流
入

Ｐ Ｐ

Ｐ

図Ⅲ-２ 
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仮設浄化プラント、表面遮水工（浸出水処理施設工事中） 図Ⅲ-３ 

浸出水処理施設、 

浸出水貯留池、 

防災調整池工事 

仮設浄化プラント設置 

雨水排水路設置 

浸出水導水管設置 

一次撤去選別施設 

一次撤去（A1 ｴﾘｱ） 

遮水シートによる表面遮水 

洗車設備 （洗車汚水）
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浸出水処理施設ヤード平面図 図Ⅲ-４ 

防災調整池 

浸出水処理施設 

浸出水貯留池 
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浸出水貯留池断面図 図Ⅲ-６ 
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ｐＨ ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ Ｔ－Ｎ ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類

－ mg/l mg/l mg/l mg/l pg-TEQ/l

(原水水質)

5.0～9.0 900 550 250 250 40

曝気により、ＶＯＣを除去。

－ － － － － －

原水の貯留・水質の調整、前処理

処理水量の調整

－ － － － － －

アルカリ側で重金属、ＳＳの除去。

－ － － － － －

有機性汚濁物質（ＢＯＤ、Ｔ-Ｎ）の除去。

－ 60 － － 60 －

膜分離により、ＳＳを除去。弱酸性領域の凝集
剤でＣＯＤ除去を促進。

－ － － 10 － －

オゾン等の酸化力により溶解性ダイオキシン
類、膜分解性ＣＯＤの分解。

－ － － － － 1

活性炭吸着により、ＣＯＤ成分を除去。

－ － 90 － － －

重金属の選択的吸着除去。

－ － － － － －

滅菌。
(処理水質)

6.0～8.0 60 90 10 60 1

浸 出 水 処 理 プ ロ セ ス と 水 質 設 定 値

消 毒 処 理 工 程

重 金 属 ｷ ﾚ ｰ ﾄ 吸 着 処 理 工 程

活 性 炭 吸 着 処 理 工 程

原 水 槽

凝 集 沈 殿 処 理 工 程

生 物 処 理 工 程

凝 集 膜 ろ 過 処 理 工 程

（ 放　流 ）

浸 出 水 貯 留 池

Ｖ Ｏ Ｃ 対 策 施 設

化 学 的 分 解 処 理 工 程

（ 浸 出 水 ）

（

処
理
水
質
を
満
足
し
な
い
場
合
は
再
処
理
）
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場内道路断面図1 図Ⅲ-13

西側遮水壁沿い
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南側遮水壁沿い

場内道路断面図2 図Ⅲ-14
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1,4- 8  

1,4-

1,4-  

 

 

 

 

[ ]

( ) 150 /  

( ) 150 /  

( ) ( ) 100 /  

( ) 50 /  

1,4-  

 

1,4-
0.31 mg/
1.80 mg/
0.10 mg/

0.006 mg/
0.42 mg/
0.39 mg/
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ア－８

ア－２９
ア－２８

ア－２７
ア－２６

ア－２５

図Ⅵ－１ 水質モニタリング位置図（遮水壁内）

表流水

地下水

ア－２５－２

青森県鉛直遮水壁

岩手県県汚染拡散防止壁

ア－３８

ア－３７

ア－３９

ア－３
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分類 調査項目 実施頻度
アー１ アー水質⑥（湧水・遠瀬水源）
アー２ アー水質Ｄ（ため池）
アー３ アー水質②（湧水・牧草地）
アー４ アー水質⑧（沢水・堆肥ｾﾝﾀｰ）
アー５ アー水質①（沢水・境沢末端） ・健康項目
アー６ アー放流支川上流（沢水） ・生活環境項目
アー７ アー放流支川下流（沢水） ・ＤＸＮ類
アー８ アー杉倉川上流（河川水BG）
アー９ アー杉倉川下流（河川水）
アー１０ アー境沢中流（沢水）
アー１１ アー境沢県境（沢水）
アー１ アー南側県境（地下水） ・地下水環境基準項目

アー２ アー南側牧草地下流（地下水） ・その他項目(pH,EC,Cl-等)
・ＤＸＮ類

アー１ アー大気１（南側境界） ・有害大気汚染物質
アー２ アー大気２（上郷集落） ・大気汚染物質

大気 ４回／年

地点名称

表流水 ４回／年

地下水 ４回／年

分類 調査項目 実施頻度
アー１ アー水質⑥（湧水・遠瀬水源）
アー２ アー水質Ｄ（ため池）
アー３ アー水質②（湧水・牧草地）
アー４ アー水質⑧（沢水・堆肥ｾﾝﾀｰ）
アー５ アー水質①（沢水・境沢末端） ・健康項目
アー６ アー放流支川上流（沢水） ・生活環境項目
アー７ アー放流支川下流（沢水） ・ＤＸＮ類
アー８ アー杉倉川上流（河川水BG）
アー９ アー杉倉川下流（河川水）
アー１０ アー境沢中流（沢水）
アー１１ アー境沢県境（沢水）
アー１ アー南側県境（地下水） ・地下水環境基準項目

アー２ アー南側牧草地下流（地下水） ・その他項目(pH,EC,Cl-等)
・ＤＸＮ類

アー１ アー大気１（南側境界） ・有害大気汚染物質
アー２ アー大気２（上郷集落） ・大気汚染物質

大気 ４回／年

地点名称

表流水 ４回／年

地下水 ４回／年

分類 調査項目 実施頻度
アー１ アー水質⑥（湧水・遠瀬水源）
アー２ アー水質Ｄ（ため池）
アー３ アー水質②（湧水・牧草地）
アー４ アー水質⑧（沢水・堆肥ｾﾝﾀｰ）
アー５ アー水質①（沢水・境沢末端） ・健康項目
アー６ アー放流支川上流（沢水） ・生活環境項目
アー７ アー放流支川下流（沢水） ・ＤＸＮ類
アー８ アー杉倉川上流（河川水BG）
アー９ アー杉倉川下流（河川水）
アー１０ アー境沢中流（沢水）
アー１１ アー境沢県境（沢水）
アー１ アー南側県境（地下水） ・地下水環境基準項目

アー２ アー南側牧草地下流（地下水） ・その他項目(pH,EC,Cl-等)
・ＤＸＮ類

アー１ アー大気１（南側境界） ・有害大気汚染物質
アー２ アー大気２（上郷集落） ・大気汚染物質

大気 ４回／年

地点名称

表流水 ４回／年

地下水 ４回／年

 

杉 

倉 

川 

 

★Aー２ 

★Ａー１ａ 

★Ａー１

★Ａー１

図Ⅶ－３ 大気質モニタリング位置図
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図Ⅶ－４ 騒音・振動モニタリング位置図

А-４ 田子地区

А-３ 関地区

А-２ 上郷地区

不法投棄現場
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